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概  要 

 

 自然環境中で生分解する生分解性プラスチックは、海洋プラスチックごみ対

策として注目を集めているが、その分解性の制御に課題がある。そこで、分解

性の制御を目指し、生分解性樹脂であるポリ乳酸（PLA）等に種々の添加剤を

複合化後、腐葉土中（60℃）で簡易的な試験を実施し、分解性にどのような

影響を及ぼすのかを調査した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

生分解性樹脂と添加剤の混練条件や配合比等を変えることで、分解性の促進

あるいは抑制が可能であることが示唆された。また、生分解性樹脂同士を複合

したポリマーアロイも考えており、特性（用途に応じた物性・機能性）や分解

性の制御などについての調査も検討する。 

本技術の 

有用性 

・海洋プラスチックごみによる生態系や環境への影響の低減 

・地球温暖化の防止 

・石油資源への依存度の低減 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 
 

適用可能製品 
・農業用マルチフィルム ・発芽用フィルム ・肥料用カプセル材 

・レジ袋 ・食品用トレー ・使い捨て製品 など 
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腐葉土中での簡易的な分解試験での試験

開始 28 日後の各試験片の状態 試験片の重量保持率の経時変化 


